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マイナ保険証普及と利用促進は

広報ようろう等でＰＲしている

町
長

利
用
促
進
に
向
け

た
取
組
は
。

マ
イ
ナ
保
険
証
の

広
報
チ
ラ
シ
を
渡
し

て
い
る
。
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
を

健
康
保
険
証
と
し
て
登
録
希

望
さ
れ
た
時
は
、
窓
口
で
利

用
登
録
の
補
助
を
行
い
、
マ

イ
ナ
保
険
証
の
紹
介
を
し
て

い
る
。

交
付
申
請
者
本
人

が
受
け
取
り
で
き
な

い
場
合
は
。病
気
等
で
や
む
を

得
ず
役
場
に
出
向
く

こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
認
め

ら
れ
る
と
き
は
、
受
け
取
る

際
に
必
要
と
な
る
本
人
確
認

の
書
類
等
が
あ
る
た
め
、
個

別
対
応
と
な
り
、
代
理
人
を

通
じ
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
を
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
る
。

高
齢
者
の
マ
イ
ナ

カ
ー
ド
取
得
支
援
は
。

役
場
窓
口
に
て
交

付
申
請
用
紙
を
記
入
、

写
真
撮
影
し
添
付
の
上
、
内

容
確
認
後
、
町
よ
り
郵
送
に

て
交
付
申
請
書
を
送
る
取
得

支
援
を
行
っ
て
い
る
。

施
設
等
で
の
マ
イ

ナ
カ
ー
ド
取
得
支
援

は
。

施
設
内
で
の
写
真

撮
影
場
所
の
確
保
等
、

施
設
事
業
所
と
の
協
力
が
必

要
と
な
る
。
施
設
事
業
所
か

ら
依
頼
後
、
依
頼
先
施
設
へ

職
員
が
出
張
し
、
申
請
を
受

け
付
け
る
。

※
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
＝

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

問答 マ
イ
ナ
保
険
証
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
医
療
機
関
等
に
受

診
し
た
際
に
、
患
者
本
人
の
薬
剤
や
診
療
デ
ー
タ
に
基
づ
く

よ
り
良
い
医
療
が
提
供
さ
れ
る
。

マイナンバーカード

◆早
はや

崎
ざき

百
ゆ

合
り

子
こ

議員

問答

問答

問

答

このシリーズは、過去の定例会（今回は令和５年12月議会）での一般質問に関して、その後の状況をお知らせするものです。

問
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答地域振興イベントは 町民参加イベントを計画する

養老町では、令和６年度に、町民の皆様とともに、「人があつまり 楽しく

生きがいのあるまち」の実現を目指して町制施行70周年記念事業を実施して

います。

令和６年４月から令和７年１月までの10ヶ月間に、記念式典をはじめ、町

が主催する冠事業を17事業、各種団体等が主催する冠事業を35事業、町民が

自ら企画する事業を15事業の合計68事業を実施し、延べ54,000人以上の方に

参加いただくことができました。

記念事業は令和７年３月まで行われます。

主な町制施行70周年記念事業と参加者数 これから開催される町制施行70周年記念事業

事業名 開催日 場 所 参加者数 事業名 開催日 場 所

高田祭 Ｒ６.５.18�・19� 養老町高田商店街 約10000人 令和６年度養老町教育・
文化フォーラム

Ｒ７.２.８� 養老町民会館

養老フェスタ2024 Ｒ６.10.19�・20�
町総合体育館・
多目的広場

約16500人 軽トラSDGsマルシェ Ｒ７.３.29�
養老公園内
臨時駐車場

養老町制施行70周年
記念式典

Ｒ６.11.３� 養老町民会館 約450人

ChristmasMarket
inYoroPark

Ｒ６.12.６�～８�
岐阜県こどもの国
なかよし広場一帯

約6000人

臨
時
会

定
例
会

委
員
会
報
告

審
議
結
果

一
般
質
問

あ
れ

か
ら
ど

う
な
っ

た
子
ど
も
議
会
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認知症の市町村計画の策定は

認知症対策を推進していく

町
長

認
知
症
の
調
査
は

行
っ
て
い
る
か
。

調
査
は
行
っ
て

い
な
い
。
介
護
認

定
や
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
相
談
の
中
で
対
応
し
て
い

る
。

認
知
症
地
域
支
援

員
の
配
置
と
活
動
は
。

地
域
包
括
セ
ン

タ
ー
内
に
正
職
員

１
名
と
会
計
年
度
任
用
職
員

１
名
を
配
置
し
て
い
る
。
関

係
機
関
と
連
携
し
、
地
域
支

援
体
制
づ
く
り
や
認
知
症
の

人
や
家
族
を
支
援
す
る
相
談

業
務
等
を
実
施
し
て
い
る
。

認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
制
度
の
現
状

と
活
用
は
。平
成

�年
度
か

ら
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
を
育
成
し
、
延
べ
２
６

８
６
名
が
受
講
さ
れ
た
。
昨

年
度
か
ら
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

研
修
を
行
い
、
認
知
症
カ
フ
ェ

等
の
活
動
を
支
援
し
て
い
く
。

認
知
症
基
本
法

が
、
今
年

１
月
に

施
行
さ
れ
た
。
当
町
の
基
本

計
画
へ
の
考
え
は
。

次
期
養
老
町
介

護
保
険
計
画
と
一

体
的
に
「
養
老
町
認
知
施
策

推
進
計
画
」
を
盛
り
込
む
こ

と
を
検
討
し
て
い
る
。

超
高
齢
化
社
会
の
中
で
、
認
知
症
の
人
が
増
え
て
も
、
住

み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
な
社
会
の
仕
組

み
づ
く
り
を
急
が
ね
ば
な
ら
な
い
。

避
難
行
動
要
支
援

者
名
簿
の
作
成
及
び

名
簿
の
活
用
は
。

災
害
対
策
基
本
法

に
基
づ
き
、
避
難
行

動
要
支
援
者
の
名
簿
を
作
成

し
て
い
る
。
定
期
的
に
民
生

委
員
や
各
地
区
の
自
主
防
災

隊
の
関
係
者
へ
情
報
提
供
し

て
い
る
。

災
害
弱
者
の
避

難
場
所
の
確
保
と

対
策
は
。

指
定
福
祉
避
難

所
（
白
鶴
荘
、
保

健
セ
ン
タ
ー
）
と
連
携
し
避

難
場
所
の
確
保
に
努
め
る
。

要
配
慮
者
ご
と
に
個
別
支
援

が
必
要
で
あ
り
、
個
別
避
難

計
画
の
作
成
が
重
要
で
あ
る
。

関
係
団
体
と
の
連

携
及
び
災
害
ご
と
の

対
策
は
。

自
主
防
災
隊
の
隊

長
で
あ
る
区
長
や
関

係
機
関
と
緊
密
に
連
携
し
て

い
く
。
風
水
害
、
土
砂
災
害

で
は
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

災
害
想
定
区
域
外
の
避
難
所

へ
、
震
災
で
は
耐
震
化
さ
れ

た
公
共
施
設
を
指
定
避
難
所

と
し
、
水
道
な
ど
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
の
確
保
を
図
り
、
環
境

整
備
に
万
全
を
期
し
て
い
く

大
規
模
地
震
な
ど
の
災
害
時
、
避
難
で
配
慮
が
必
要
な

「
災
害
弱
者
」
は
少
な
く
な
い
。
迅
速
に
避
難
で
き
る
支
援
体

制
の
整
備
が
必
要
で
あ
る
。

災害時の弱者対策は

支援体制の構築を推進する

町
長

答 問 答 問

答 問問答
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永
なが

民
たみ

夫
お
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指定福祉避難所 保健センターと白鶴荘
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答

答 問
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